
守ろう腎臓 防ごうCKD
自分の腎機能、ご存じですか？

腎臓は尿をつくるとても大切な臓器です

□ 生活習慣病
□ 膠原病、感染症、尿路結石・前立腺肥大などの泌尿器系の疾患
□ 禁煙
□ 常用薬、サプリメント  など

※危険因子には、年齢や性別、家族歴、片腎など腎臓の形状の異常、出生の状況など治療でコントロールができない状態があります。

腎臓の働きを理解しましょう
血液をろ過して、老廃物を尿として体外に排出し、体の中をきれいに保ちます。
また、体液の量や浸透圧・血圧の調整を行ったり、体の酸性・アルカリ性のバランスを
保ったり、血液を作るホルモンの分泌、骨を健康に保つといった多くの働きがあります。

腰の辺りに２個（左右一対）、そら
まめのような形をした器官です。

CKDの危険因子を管理しましょう

血液検査と尿検査で早期発見

早期発見・治療することにより、腎臓病が改善するだけでなく、進行を遅らせることができます。

腎臓は「沈黙の臓器」と言われ、自覚症状が乏しく、
症状を自覚した時には、腎臓病が既に進行しているケースも少なくありません。

腎臓からの            を見逃さないで！

腎臓
膀胱

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）高血圧症、糖尿病、脂質異常症や肥満・メタボリックシンドローム
高尿酸血症、心血管疾患 など

危険因子
とは？

健康判定

60以上

44以下
45～59

尿蛋白（－） 尿蛋白（±）

今後も継続して健診受診

生活習慣の改善
生活習慣の改善

すぐに医療機関の受診

尿蛋白（1＋）以上
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※出典／「（厚生労働省）標準的な健診・保健指導プログラム【平成30年度版】改変
●eGFR（推算糸球体濾過量）は、腎臓のろ過の働きを示す数値です。血液検査から推算されます。

サイン

腎臓の働きが正常の60％未満に低下する、蛋白尿が出るといった
腎臓の障害が３か月以上続いている状態をいいます。『CKD（慢性腎臓病）』とは？

日本のCKD患者数は約1,300万人
成人の8人に1人がCKD

CKDは、人工透析が必要となる
末期腎不全へ進行するだけでなく
心筋梗塞や脳卒中の危険因子
としても注目されています。
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https://www.city.gero.lg.jp/site/genen/
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下呂市減塩推進委員会
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〒509-2295  下呂市森960（事務局・下呂市市民保健部）
TEL.0576-24-2222㈹

健康づくり優良活動表彰
最優秀賞

2022年度

子どもたちに健康な未来を残すために、下呂市内の有志らが官民一体となって
２０１６年に下呂市減塩推進委員会を設立。
多方面からのアプローチを続け、高血圧者の減少などの効果があらわれてきている。

●２０１６（平成28）年４月
●委員長　大塚 正議
●16名（男５名・女11名）

清流の国ぎふ
健康づくり優良活動
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